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岐阜キリシタン小史(41)―岐阜を訪れた宣教師たち①― 

16世紀の世界の潮流、日本そして岐阜への宣教の道 
 

これまで『岐阜キリシタン小史』では、岐阜を訪れたイエズス会宣教師ルイス・フロイスについて、断

片的に触れるにとどまってきたが、あらためて彼のことを深く掘り下げてみたいと長く考えてきた。ま

た、フロイスとは異なる宣教方針をもちながらも、同じく岐阜の地を踏んだフランシスコ・カブラル、そ

してオルガンティノやロレンソ了斎のことも岐阜との関わりで記してみたいと考えた。 

今回から数回にわたって彼らの生涯を辿りつつ、彼らが日本キリシタン史に残した功績、そして当時の

論争について記していきたいと思う。 

 

宣教師たちの日本渡来は、15 世紀末から 16 世紀にかけての世界的な大航海時代の拡大と、ヨーロッパ

の反宗教改革によるカトリック勢力の布教強化という二つの大きな潮流を背景とする。この潮流に応じ

る形で組織されたのがイエズス会であり、彼らが日本への派遣を実現させたのである。 

大航海時代は、ヨーロッパ諸国がアジアの富、特に香辛料や絹、貴金属を求めて新航路を開拓し、それ

まで分断されていた世界が初めて本格的に一つに繋がっていく時代の幕開けであった。この動きの先鞭

をつけたのが、イベリア半島の二大国であるポルトガルとスペインである。1494 年、両国はローマ教皇

の仲介のもと、歴史的なトルデシリャス条約を結んだ。これは、大西洋上に引かれた境界線（教皇子午線）

をもって、世界の植民地支配権を西半球（主にアメリカ大陸）をスペイン、東半球（主にアフリカ、アジ

ア）をポルトガルが支配するよう二分するという、極めて大胆なものであった。彼らの海外進出は、単な

る経済活動や領土拡大に留まらず、キリスト教の布教と領土拡大を一体のものとして進めるという、レコ

ンキスタの精神を継承したものであった。 

ポルトガルは、アフリカ大陸の沿岸を南下し、東回りの航路でインドのゴアを拠点とし、マラッカ、マ

カオといった交易都市を経由して日本へと到達した。宣教師たちの来日は、単なる宗教活動という枠を超

え、このポルトガルの東方貿易ネットワークと、それによってもたらされたヨーロッパ文明（鉄砲、活版

印刷、新しい医学、世界地図など）が、当時の戦国時代の日本と出会う、まさにグローバル化の初期段階

における大きな歴史的な瞬間であったと言える。 

一方、ヨーロッパの 16 世紀は宗教的な大動乱の時代であった。1517 年にマルティン・ルターが始めた

宗教改革は、ローマ・カトリック教会の権威を揺るがし、ヨーロッパの信仰世界を二分した。カトリック

教会はこれに対抗するために、自らの刷新を図る反宗教改革（カトリック改革 Counter-Reformation）と

いう運動を進めた。この激動の中で、1540 年にスペインの貴族出身であるイグナチオ・デ・ロヨラによ

って創設されたのが、新しいタイプの修道会であるイエズス会（Societas Iesu）である。彼らは、伝統的

な修道会の枠を超え、「教皇への絶対服従」と「異教徒への布教」を活動の柱とした。イエズス会士は、

教養と学問を重んじ、ヨーロッパ中で教育機関（コレジオ）を設立して知識人を育成した。彼らの宣教戦

略は極めて組織的で知的なものであり、現地の文化や習慣を理解し、その上で布教を行うという柔軟性も

持ち合わせていた。そして、フランシスコ・ザビエルに代表されるように、高い教育を受けた優秀な人材

が、アジア、特に「日本」という極東の重要な布教地へ次々と派遣された。彼らが持ち込んだものは信仰

だけでなく、当時のヨーロッパの最先端の知と技術であり、これが日本の文化や社会に大きな影響を与え

ることとなった。 

この初期の日本宣教を主導したのは、東回り航路を独占したポルトガル国の支援のもと、ポルトガル系

のイエズス会であった。フロイスもカブラルもポルトガル人である。これに対し、後にフィリピンを拠点

に日本へ進出したスペイン系の宣教会であるフランシスコ会、ドミニコ会、アウグスチノ会(これらは托
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鉢修道会とも呼ばれる)などは、豊臣秀吉の時代になってからようやく日本に渡航を始めるが、その活動

は主に京都や長崎などに限定され、信長が本拠とした岐阜の地を訪れることはなかった。 

こうした「東洋の富を求める大航海時代のエネルギー」と「カトリック教会の勢力回復を図るイエズス

会の熱意」という、世界史的な二つの大きなベクトルが合流し、1549 年のザビエルの日本上陸という形

で結実した。そして、このグローバルな使命を帯びた組織の一員として、フロイスとカブラルたち宣教師

は、時の権力者・織田信長が拠点とする岐阜の地へも足を踏み入れることになったのである。こうした世

界史のダイナミックな流れの中で、日本のキリシタン史を捉え直すことは必要なことだと思う。 

 

(参考)フロイスとカブラルの略年譜  ※赤字は信長関連 

 

※上記表以外にも両名が信長を謁見した可能性はあるが、正確な年代や回数は特定されていない。 

年(西暦) 和暦 ルイス・フロイス フランシスコ・カブラル

1529 享禄元年
ポルトガル・セウタ近郊に生まれる(生年を1528年ま

たは1533年とする説もある)

1532
享禄4年 ／

天文元年
ポルトガル・リスボンに生まれる

1548–51
天文17年～

天文20年
インド副王領へ派遣、ゴアでイエズス会に入会

1552 天文21年 ザビエル死去（同地で影響を受ける）

1554 天文23年 イエズス会入会

1554–55
天文23年～

弘治元年
マラッカ滞在、日本人キリシタンと接触

1563 永禄6年 日本へ到着（長崎ではなくまず横瀬浦・福田等） インド宣教で活動開始

1565–66
永禄8年～永

禄9年
大村純忠領で布教、王直等の交易圏にも接触

1569 永禄12年
将軍・足利義昭と会見、京都での布教開始

岐阜城を訪問(同行者：ロレンソ了斎)
インド副管区で昇進

1570 元亀元年 信長との外交窓口を担う、京都に滞在
日本管区長として日本に到着（この年より日本の最高

責任者）

1571 元亀2年 比叡山焼き討ち等を目撃・記録 日本布教組織を再編、京都〜安土方面への視察開始

1572 元亀3年
信長との会見を重ね、堅固な庇護を得る

岐阜でカブラル、ロレンソ了斎と共に信長と会見。
岐阜でフロイス、ロレンソ了斎と共に信長と会見。

1573–74
天正元年～

天正2年
フロイス『日本史』の安土・岐阜関連記述を残す 京都・堺・畿内諸国を巡察、（岐阜再訪可能性あり）

1576 天正4年 安土城下のキリシタン活動を詳述
宣教方針を日本風順応から西洋式厳格化へ転換（論争

を生む）

1578 天正6年 大友宗麟に洗礼を授ける

1579 天正7年 オルガンティノらと共に安土城下で教会建設を推進 九州方面の混乱により管区運営で苦心

1580 天正8年
大村純忠より長崎がイエズス会に寄進される過程を記

録
日本布教方針の失敗を自覚、ローマに辞任願い提出

1581 天正9年 信長の安土城盛大訪問（宣教師団）を記述
管区長辞任 → 後任はグレゴリオ・デ・セスペデス等

へ

1582 天正10年 天正遣欧使節の企画を支援、出国を見送る 日本離任、次の任地へ向かう

1590–94
天正18年～

文禄3年
秀吉政権による禁教の兆候を詳細に記録 遠隔地で活動（インド等）、日本への影響は間接的

1597 慶長2年 長崎で客死、墓所は不明（殉教者ではなく病死）

1609 慶長14年 インドのゴアで没


